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■
資
料
紹
介日

本
近
代
文
学
館
所
蔵
　
武
田
泰
淳
草
稿
類

―
『
富
士
』「
あ
る
近
代
的
な
物
語
り
、
精
神
病
患
者
の
物
語
り
」

―藤
　
原
　
崇
　
雅

 

 

解
題

　

武
田
泰
淳
（
一
九
一
二
・
二
～
一
九
七
六
・
一
〇
）
は
、
は
じ
め
中
国
文
学

研
究
者
と
し
て
活
動
し
、
戦
後
は
埴
谷
雄
高
や
梅
崎
春
生
ら
と
と
も
に
第

一
次
戦
後
派
の
文
学
者
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
く
人
物
で
あ
る
。
本
稿
で

は
、
泰
淳
の
代
表
的
長
篇
で
あ
る
『
富
士
』
の
草
稿
類
と
、
未
発
表
作
品

の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
「
あ
る
近
代
的
な
物
語
り
、
精
神
病
患
者
の
物
語

り
」
を
翻
刻
・
紹
介
し
た
い
。

　

は
じ
め
に
、
研
究
史
に
お
け
る
本
稿
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
述
べ
る
。

泰
淳
の
書
簡
や
原
稿
類
に
つ
い
て
は
、
山
梨
県
立
文
学
館
や
神
奈
川
近
代

文
学
館
が
所
蔵
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
点
数
と
し
て
は
小
規
模
な
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
五
年
九
月
、
遺
族
よ
り
日
本
近
代
文
学
館

へ
二
〇
〇
〇
点
を
超
え
る
資
料
が
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
資
料
は
同
館
に

お
い
て
武
田
泰
淳
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
名
称
の
も
と
公
開
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
中
に
は
『
司
馬
遷
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
四
三
・
四
）
や
『
快
楽
』（
『
新

潮
』
一
九
六
〇
・
一
～
一
九
六
四
・
一
二
に
か
け
て
断
続
的
に
連
載
）
な
ど
、
作
家

の
代
表
作
と
し
て
名
高
い
作
品
の
成
立
に
関
わ
る
資
料
が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
。

　

同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
所
蔵
は
、
泰
淳
文
学
の
基
礎
研
究
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
と
い
っ
て
よ
い
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
公
開
ま
で
は
、
川
西
政
明
「
武

田
泰
淳
の
祖
先
」
（
『
群
像
』
二
〇
〇
三
・
一
〇
）
や
長
田
真
紀
「
武
田
泰
淳

家
系
考
」
（
『
二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢
』
一
九
九
四
・
三
）
な
ど
、
僧
侶
の
家

系
に
生
ま
れ
た
作
家
の
出
自
に
関
わ
る
論
考
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
公
開
以
降
は
、
石
崎
等
「
『
盧
州
風
景
』
の
成
立
」
（
『
日
本
近
代

文
学
館
年
誌　

資
料
探
索
』
二
〇
〇
六
・
九
）
や
井
上
隆
史
「
武
田
泰
淳
『
司

馬
遷
』
の
成
立
」（
『
日
本
近
代
文
学
館
年
誌　

資
料
探
索
』
二
〇
一
二
・
三
）
な
ど
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
資
料
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
作
品
の
成
立
過
程
を
明
ら

め
る
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
先
行
論
の
う
ち
後
者
の
流
れ
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を
汲
む
も
の
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
、
数
あ
る
資
料
の
中
で
副
題
に
掲
げ
た
二
点
の
資
料
を
採
り

挙
げ
た
理
由
に
つ
い
て
述
べ
る
。
座
談
会
「
あ
さ
っ
て
会
の
こ
と
な

ど
」
（
『
文
芸
展
望
』
一
九
七
七
・
一
）
で
埴
谷
雄
高
が
「
「
富
士
」
は
最
後
ま

で
き
ち
ん
と
し
た
傑
作
だ
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
『
富
士
』
（
『
海
』

一
九
六
九
・
一
〇
～
一
九
七
一
・
六
）
は
作
家
晩
年
の
代
表
作
と
し
て
高
く
評

価
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
、
そ
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
論

じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

（
１
）

本
稿
で
は
日
本
近
代
文
学
館
蔵
の
資
料
を
紹

介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
以
上
の
研
究
状
況
を
さ
さ
や
か
な
が
ら
も
更
新

し
た
い
。

　

ま
た
、
『
富
士
』
で
は
精
神
病
院
が
舞
台
と
な
っ
て
い
る
が
、
泰
淳
が

そ
の
他
の
作
品
に
お
い
て
も
精
神
病
を
創
作
の
題
材
と
し
て
い
た
こ
と

は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
作
家
が
精
神
病
を
題
材
と
し
て
描
い

た
作
品
群

―
「
幻
聴
」
（
『
新
潮
』
一
九
五
二
・
七
）
、
「
動
物
」
（
『
文
学
界
』

一
九
五
四
・
二
）
、「
ゴ
ー
ス
ト
ッ
プ
」
（
『
週
刊
朝
日
別
冊
』
一
九
五
五
・
二
）
、「
鶴

の
ド
ン
キ
ホ
ー
テ
」（
『
新
潮
』
一
九
五
八
・
一
、
三
）
、「
物
語
「
弱
き
夫
」
」（
『
朝

日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
九
六
三
・
四
・
二
一
）
な
ど

―
は
研
究
史
に
お
い
て
看

過
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
原
稿
「
あ
る
近
代
的
な
物
語
り
、
精
神
病
患

者
の
物
語
り
」
は
、
タ
イ
ト
ル
の
通
り
、
精
神
病
患
者
が
登
場
す
る
。
そ

の
よ
う
な
内
容
を
も
つ
草
稿
の
公
開
は
、
作
家
の
精
神
病
に
対
す
る
関
心

を
論
証
す
る
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
ろ
う
。

（
２
）

　

そ
れ
で
は
、
最
後
に
資
料
別
の
解
題
を
述
べ
た
い
。
本
稿
で
紹
介
す
る

資
料
は
次
の
八
点
で
あ
る
。
な
お
、
（
１
）
～
（
７
）
は
全
て
『
富
士
』
の

草
稿
で
あ
り
、
武
田
泰
淳
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
同
一
の
資
料
番
号

で
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、
調
査
の
結
果
、
七
種
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
便
宜
的
に

A
か
ら

G
ま
で
の
区
別
を
設
け
た
。

（
１
）『
富
士
』
草
稿
A
「
ノ
ー
ト
①
」

（
コ
ク
ヨ
原
稿
用
紙
20
×
10
、
ペ
ン
書
き
、
１
枚
、
資
料
番
号
T

０
０
５
６
７
９
８
）

（
２
）『
富
士
』
草
稿
B
「
題
不
明
」

（
コ
ク
ヨ
原
稿
用
紙
20
×
10
、
ペ
ン
書
き
、
８
枚
、
資
料
番
号
T

０
０
５
６
７
９
８
）

（
３
）『
富
士
』
草
稿
C
「
題
不
明
」

（
コ
ク
ヨ
原
稿
用
紙
20
×
10
、
ペ
ン
書
き
、
１
枚
、
資
料
番
号
T

０
０
５
６
７
９
８
）

（
４
）『
富
士
』
草
稿
D
「
題
不
明
」

（
コ
ク
ヨ
原
稿
用
紙
20
×
10
、
ペ
ン
書
き
、
１
枚
、
資
料
番
号
T

０
０
５
６
７
９
８
）

（
５
）『
富
士
』
草
稿
E
「
草
を
む
し
ら
せ
て
下
さ
い
。
」

（
コ
ク
ヨ
原
稿
用
紙
20
×
10
、
ペ
ン
書
き
、
４
枚
、
資
料
番
号
T

０
０
５
６
７
９
８
）

（
６
）『
富
士
』
草
稿
F
「
草
を
む
し
ら
せ
て
下
さ
い
。
」

（
コ
ク
ヨ
原
稿
用
紙
20
×
10
、
ペ
ン
書
き
、
４
枚
、
資
料
番
号
T

０
０
５
６
７
９
８
）

（
７
）『
富
士
』
草
稿
G
「
題
不
明
」
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（
岩
波
書
店
原
稿
用
紙
20
×
10
、
ペ
ン
書
き
、
20
枚
、
資
料
番
号
T

０
０
５
６
７
９
８
）

（
８
）「
あ
る
近
代
的
な
物
語
り
、
精
神
病
患
者
の
物
語
り
」
原
稿

（
高
知
堂
製
原
稿
用
紙
24
×
25
、
ペ
ン
書
き
、
３
枚
、
資
料
番
号
T

０
０
５
６
５
１
５
）

（
１
）
署
名
な
し
、
ペ
ー
ジ
番
号
な
し
。
成
立
時
期
は
不
明
だ
が
、
「
ノ
ー

ト
①
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
創
作
ノ
ー
ト
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
内
容
は
前
半
と
後
半
、
括
弧
の
つ
い
て
い
な
い
部
分
と
括
弧
つ

き
の
部
分
に
分
か
れ
て
い
る
。
前
半
の
部
分
は
、
霊
安
室
に
こ
も
っ

て
い
た
大
木
戸
夫
人
が
、
す
で
に
亡
く
な
っ
た
は
ず
の
一
条
か
ら
伝

書
鳩
を
渡
さ
れ
た
と
主
張
す
る
一
八
章
の
場
面
に
つ
い
て
の
も
の
だ

と
捉
え
ら
れ
る
。
後
半
の
部
分
は
、
「
一
条
の
第
一
の
手
紙
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
一
条
実
見
か
ら
の
手
紙
の
一
通
目
が
引
用
さ
れ
る
、

八
章
の
終
盤
か
ら
九
章
に
か
け
て
の
部
分
に
関
し
て
の
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

（
２
）
署
名
な
し
、
ペ
ー
ジ
番
号
あ
り
。
登
場
人
物
「
お
れ
」
の
富
士
山

に
対
す
る
抽
象
的
な
思
考
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
初
出
に
お

い
て
草
稿
B
が
活
か
さ
れ
た
箇
所
は
確
認
で
き
な
い
た
め
、
創
作
の

過
程
で
削
除
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

（
３
）
署
名
な
し
、
ペ
ー
ジ
番
号
な
し
。
登
場
人
物
「
九
鬼
」
に
つ
い
て

書
か
れ
た
部
分
で
、
彼
が
女
性
か
ら
非
常
に
人
気
の
あ
る
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
初
出
に
お
い
て
、
女
性
か
ら
高
い
人
気
を
得
て
い
る

の
は
、
宮
様
を
自
称
す
る
「
嘘
言
症
」
患
者
の
一
条
で
あ
る
。
「
嘘

言
症
」
の
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
た
め
断
定
は
で
き
な
い
が
、
草

稿
C
か
ら
は
一
条
が
も
と
も
と
九
鬼
と
い
う
名
前
で
形
象
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

（
４
）
署
名
な
し
、
ペ
ー
ジ
番
号
な
し
。
初
出
に
お
い
て
草
稿

D
が
活
か

さ
れ
た
箇
所
は
確
認
さ
れ
な
い
。
た
だ
、
初
出
に
お
い
て
は
ヤ
ス
パ
ー

ス
や
マ
リ
ー
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
、
斎
藤
茂
吉
な
ど
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
、

あ
る
い
は
日
本
の
理
論
が
引
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
草
稿

D
で

は
「
ア
メ
リ
カ
の
医
術
」
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。
泰
淳
は
ド
イ

ツ
や
フ
ラ
ン
ス
、
日
本
の
理
論
以
外
に
、
ア
メ
リ
カ
の
知
見
を
も
『
富

士
』
に
取
り
込
も
う
と
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
５
）
署
名
あ
り
、
ペ
ー
ジ
番
号
あ
り
。
港
博
士
と
神
西
女
史
と
い
う
登

場
人
物
の
会
話
。
女
史
に
相
当
す
る
人
物
は
初
出
に
お
い
て
登
場
し

て
い
な
い
た
め
、
創
作
の
過
程
で
削
除
さ
れ
た
部
分
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
女
史
に
語
り
か
け
る
港
の
発
言
は
、
初
出
の
七
章
ほ

か
で
述
べ
ら
れ
る
甘
野
院
長
の
発
言
と
似
た
も
の
で
あ
る
。
作
品
成

立
に
あ
た
っ
て
、
女
史
の
存
在
は
削
除
さ
れ
、
港
は
甘
野
と
い
う
名

前
に
変
更
さ
れ
た
後
、
登
場
人
物
と
し
て
形
象
さ
れ
た
と
考
え
る
の

が
妥
当
だ
ろ
う
。

（
６
）
署
名
あ
り
、
ペ
ー
ジ
番
号
あ
り
。
前
半
部
分
と
後
半
部
分
に
分
か

れ
て
い
る
。
前
半
部
分
に
は
、
「
二
十
三
歳
の
青
春
」
と
い
う
言
葉

が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
草
稿
は
実
習
生
・
大
島
の
内
省
が

記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
後
半
部
分
は
、
夢
に
つ
い
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て
の
言
及
で
あ
る
。
た
だ
、
初
出
に
お
い
て
大
島
の
夢
は
複
数
回
に

わ
た
っ
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
草
稿

F
の
よ
う
な
記
述
は
確
認
で

き
な
い
。

（
７
）
署
名
な
し
、
ペ
ー
ジ
番
号
あ
り
。
今
回
紹
介
す
る
『
富
士
』
の
草

稿
の
中
で
、
も
っ
と
も
初
出
に
表
現
が
近
い
も
の
。
初
出
七
章
に
お

け
る
大
島
と
甘
野
の
対
話
部
分
の
草
稿
で
あ
る
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス

キ
ー
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
甘
野
の
発
言
は
初
出
と
同
一
の

箇
所
も
多
く
見
て
取
れ
る
。
た
だ
、
大
島
の
発
言
に
関
し
て
は
、
初

出
に
お
い
て
は
火
田
軍
曹
へ
の
言
及
な
ど
が
あ
り
、
異
同
も
確
認
さ

れ
る
。

（
８
）
署
名
な
し
、
ペ
ー
ジ
番
号
な
し
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
に
参

加
す
る
青
年
が
、
精
神
病
患
者
と
な
っ
て
し
ま
う
物
語
。
管
見
の
限

り
、
同
一
の
筋
を
も
つ
作
品
は
確
認
で
き
な
い
た
め
、
発
表
に
至
ら

な
か
っ
た
作
品
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。

凡
例

一
、
挿
入
、
削
除
な
ど
は
そ
れ
ら
の
記
号
を
残
さ
ず
、
確
定
し
た
文
章
を

記
し
た
。
た
だ
し
、
削
除
の
跡
が
読
解
の
助
け
と
な
る
場
合
は
、
原

文
の
上
に
取
り
消
し
線
を
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
示
し
た
。

一
、
本
文
の
カ
タ
カ
ナ
と
ひ
ら
が
な
の
表
記
と
仮
名
づ
か
い
は
、
原
文
の

ま
ま
と
し
た
。
た
だ
し
、
促
音
や
拗
音
に
つ
い
て
は
、
現
在
通
用
し

て
い
る
書
法
に
よ
っ
て
翻
刻
し
、
た
と
え
ば
「
つ
」
で
は
な
く
「
っ
」

と
表
記
し
た
。

一
、
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
新
字
体
で
統
一
し
、
異
体
字
な
ど
は
通
例
の

字
体
に
直
し
た
。

一
、
ル
ビ
は
必
要
な
も
の
以
外
、
適
宜
省
略
し
て
表
記
し
た
。

一
、
句
読
点
、
傍
点
、
圏
点
、
括
弧
、
改
行
は
原
文
の
ま
ま
表
記
し
た
。

一
、
判
読
不
明
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
一
字
分
を
□
で
示
し
た
。
ま
た
判

読
が
確
定
で
き
て
い
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
〔　

〕
を
挿
入
し
、
可

能
性
と
し
て
想
定
さ
れ
る
言
葉
を
補
っ
た
。

一
、
記
述
の
一
部
に
、
今
日
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
不
適
切
な
表
現
が
あ
る

が
、
当
時
の
時
代
的
背
景
を
考
慮
し
、
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

翻
刻
資
料

（
１
）『
富
士
』
草
稿
A
「
ノ
ー
ト
①
」

　

霊
安
室
に
こ
も
っ
て
い
た
大
木
戸
夫
人
は
、
夢
の
う
ち
に
一
条
が
、
マ

ミ
ヤ
の
鳩
を
か
か
え
て
来
て
、
わ

マ

マ

た
し
た
と
語
る
。
彼
女
は
、
た
し
か
に

伝
書
鳩
を
か
か
え
て
い
る
。
大
木
戸
が
廊
下
を
歩
い
て
い
る
の
を
見
た
と

い
う
者
も
い
る
。
マ
ミ
ヤ
が
煙
突
に
上
っ
て
い
る
の
を
、
岡
村
少
年
も
見

た
ら
し
い
。

（
未
亡
人
と
な
っ
た
場
合
、
そ
れ
で
も
奸
通
で
あ
る
か
）

（
一
条
の
第
一
の
手
紙
に
か
か
れ
て
い
る
「
奸
通
」
は
事
実
で
あ
る
か
。
事

実
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
中
里
里
江
は
知
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
か
）

（
２
）『
富
士
』
草
稿
B
「
題
不
明
」
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精
神
病
と
フ
ジ
サ
ン
。
こ
の
か
か
わ
り
あ
い
は
面
白
い
か
も
知
れ
な
い
。

　

メ
ク
ラ
に
と
っ
て
富
士
は
何
物
で
あ
る
か
。
そ
れ
を
問
う
と
な
れ
ば
、

ど
う
し
て
も
セ
イ
シ
ン
病
プ
ラ
ス
富
士
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

「
お
れ
の
『
庭
』
の
中
に
、
人
民
ど
も
が
ウ
ヨ
ウ
ヨ
と
む
ら
が
っ
て
い
る

こ
と
を
、
お
れ
は
許
す
べ
き
か
。
と
ん
で
も
な
い
。
お
れ
は
彼
ら
を
、
動

物
園
の
動
物
の
よ
う
に
飼
育
し
て
、
そ
し
て
お
れ
の
庭
の
た
の
し
み
を
ゆ

た
か
に
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
ろ
み
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
決
し
て
奴
ら
を
幸

福
に
、
暮
さ
せ
て
や
る
な
ん
ぞ
と
い
う
こ
と
と
は
無
関
係
な
ん
だ
。
た
と

え
ば
フ
ジ
が
お
れ
の
庭
の
一
部
に
突
出
し
て
い
る
と
す
る
。
そ
れ
は
邪
魔

者
だ
ろ
う
か
。
こ
の
火
山
の
噴
火
が
、
お
れ
の
庭
の
秩
序
を
み
だ
す
だ
ろ

う
か
。
そ
う
あ
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。
お
れ
は
、
フ
ジ
の
独
自
性
や

立
派
さ
な
ど
を
、
お
れ
の
『
庭
』
の
中
で
は
絶
対
に
許
さ
な
い
の
だ
。
フ

ジ
は
お
れ
の
意
志
に
し
た
が
っ
て
配
列
さ
れ
る
、
一
つ
の
庭
石
に
す
ぎ
な

い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
お
れ
は
フ
ジ
を
必
要
と
し
な
い
の
だ
。
必
要
の

あ
る
も
の
だ
け
を
配
置
し
、
必
要
の
な
い
も
の
は
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
一
掃

し
て
し
ま
う
の
が
、
お
れ
の
造
園
術
な
の
だ
。
さ
て
、
ま
ず
ぶ
つ
か
る
難

問
は
、
必
要
、
不
必
要
を
ど
こ
で
き
め
る
か
と
い
う
こ
と
だ
。
一
ば
ん
手
っ

と
り
早
い
の
は
、
存
在
す
る
す
べ
て
は
必
要
で
あ
る
と
規
定
し
て
し
ま
う

こ
と
だ
。
あ
る
い
は
、
感
覚
的
に
気
に
入
ら
な
い
も
の
は
す
べ
て
不
必
要

な
り
と
規
定
し
て
し
ま
う
こ
と
だ
。
だ
が
、
存
在
す
る
す
べ
て

0

0

0

0

0

0

0

と
は
一
体

何
な
の
か
。
感
覚
的
に
気
に
入
ら
な
い
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
は
一
体
何
な
の
か
。
「
月

の
沙
漠
」
は
私
の
庭
に
、
必
要
な
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
不
必
要
な
も

の
な
の
か
。

　

も
し
も
自
分
の
雲
的
感
覚
、
庭
園
術
を
自
分
自
身
で
制
御
、
な
ど
な
ど
、

改
革
で
き
る
な
ら
ば
、
何
も
「
庭
」
な
ど
つ
く
ら
な
い
で
も
、
万
事
こ
の

ま
ま
で
地
球
上
の
す
べ
て
の
凹
凸
を
庭
と
み
な
し
て
無
為
自
然
で
い
ら
れ

る
は
ず
な
の
に
、
何
の
た
め
に
ジ
タ
バ
タ
す
る
の
か
。
問
題
は
自
分
の
内

心
、
自
己
の
ま
ぼ
ろ
し
の
つ
く
り
か
え
で
あ
っ
て
、
地
形
の
つ
く
り
か
え

で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

現
存
す
る
庭
は
、
南
極
や
北
極
、
つ
ま
り
キ
ョ
ク
を
考
慮
に
入
れ
て
い

な
い
。
そ
れ
で
も
良
い
に
し
て
も
、
こ
の
キ
ョ
ク
を
考
慮
に
入
れ
た
ニ
ワ

が
よ
り
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
私
は
恐
□
〔
恐
怖
、
恐
懼
〕
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、
内
心
の
つ
く
り
か
え
が
明
確
な
形
を
と
り
え
な
い
た
め
、
ど

う
し
て
も
外
界
の
対
象
の
自
由
な
つ
く
り
か
え
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
そ
こ
へ
、
そ
の
よ
う
な
、
切
な
る
人
間
の
欲
望

の
し
み
つ
い
た
、
ぬ
き
さ
し
な
ら
ぬ
実
情
こ
そ
、
私
の
出
発
点
で
あ
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
。

　

ニ
ワ
が
表
現
す
べ
き
も
の
は
、
人
間
存
在
の
自
由
で
あ
る
か
、
そ
れ
と

も
不
自
由
で
あ
る
か
。
ニ
ワ
に
よ
っ
て
人
間
は
た
し
か
に
、
自
己
を
制
約

す
る
地
理
的
条
件
、
つ
ま
り
地
上
の
一
点
に
し
ば
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
不

自
由
か
ら
解
放
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
自
然
を
掌
中
に
お
さ
め
得
る
自
由
の
よ

ろ
こ
び
に
ひ
た
る
に
ち
が
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
間
が
つ
く
り

出
し
た
す
べ
て
の
ニ
ワ
は
、
ど
う
し
て
か
く
も
キ
ュ
ウ
ク
ツ
な
形
式
を
甲

冑
の
如
く
肌
身
に
ピ
ッ
タ
リ
と
装
著
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

形
式
の
自
由
、
自
由
の
形
式
を
探
し
求
め
て
、
た
ど
り
つ
い
た
の
は
結

局
、
不
自
由
き
わ
ま
る
形
式
の
完
成
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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全
人
類
の
形
式
。
そ
れ
は
、
た
し
か
に
有
る

0

0

に
ち
が
い
な
い
。
し
た
が
っ

て
全
存
在
の
形
式
を
発
見
す
る
、
発
見
し
た
が
る
欲
望
が
人
間
を
ニ
ワ
に

導
く
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ニ
ワ
の
本
質
と
は
、
「
形
式
」

な
る
も
の
と
の
人
間
の
か
か
わ
り
あ
い
に
あ
る
の
で
あ
る
。
地
球
の
誕
生

と
と
も
に
、
形
式
は
、
あ
ら
か
じ
め
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
一

つ
の
前
提
と
な
り
う
る
。
し
か
し
人
間
は
、
こ
の
全
存
在
の
形
式
な
る
も

の
を
目
撃
し
た
り
感
触
し
た
り
で
き
な
い
の
で
、
手
さ
ぐ
り
で
部
分
々
々

に
於
て
た
し
か
め
て
行
く
。
「
形
式
」
が
人
間
に
と
っ
て
、
自
由
で
あ
る

か
不
自
由
で
あ
る
か
。
形
式
と
は
人
間
が
そ
の
中
に
包
み
こ
ま
れ
て
い

る
「
全
体
」
の
□
□
な
の
で
あ
る
か
ら
、
人
間
は
立
ち
上
っ
た
四
足
獣
と

い
う
こ
の
小
形
式
に
よ
っ
て
、
地
球
と
い
う
大
形
式
と
、
い
や
お
う
な
し

に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
植
物
と
動
物
と
を
た
べ
て
棲
息
す
る
人
間
は
、

そ
の
よ
う
な
条
件
に
よ
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
「
自
然
」

（
３
）『
富
士
』
草
稿

C
「
題
不
明
」

　

九
鬼
の
あ
ま
り
の
ウ
ソ
の
巧
み
さ
に
、
お
ど
ろ
か
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、

ね
た
ま
し
く
思
は
れ
る
ぐ
ら
い
だ
。
彼
は
、
女
性
に
好
か
れ
る
。
す
こ
ぶ

る
好
か
れ
る
。
そ
れ
も
、
私
の
彼
に
対
す
る
ね
た
ま
し
さ
の
原
因
で
は
あ

る
が
、
い
く
ら
な
ん
で
も
そ
の
程
度
の
こ
と
で
、
彼
に
お
ど
ろ
か
さ
れ
る

わ
け
で
は
な
い
。
女
た
ら
し
は
、
世
上
に
多
い
こ
と
で
あ
る
し
、
普
通
の

女
た
ら
し
な
ど
だ
っ
た
ら
、
ね
た
ま
し
く
も
な
い
し
、
お
ど
ろ
か
さ
れ
も

し
な
い
。
彼
の
本
質
は
、
「
女
た
ら
し
」
で
は
な
い
。
表
面
的
に
、
理
念

と
し
て
彼
は
そ

（
４
）『
富
士
』
草
稿
D
「
題
不
明
」

　

冒
険
と
計
算
。
冷
静
と
情
熱
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
彼
の
中
で
調
和
さ

れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
う
ま
い
具
合
に
毒
と
ク
ス
リ
を
調
合
さ
せ
る
こ

と
の
で
き
る
彼
で
は
な
か
っ
た
に
し
ろ
、
ど
ん
な
具
合
に
し
て
彼
の
中
で
、

組
み
合
わ
さ
れ
、せ
め
ぎ
あ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
「
戦
術
」

と
称
す
べ
き
も
の
も
彼
は
持
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ろ
う
か
、
持
と
う
と
し

た
だ
ろ
う
か
。

　

彼
は
、
日
本
の
医
術
と
ア
メ
リ
カ
の
医
術
し
か
信
用
で
き
な
か
っ
た
。

（
５
）『
富
士
』
草
稿
E
「
草
を
む
し
ら
せ
て
下
さ
い
。
」

　

「
患
者
の
恋
愛
に
つ
い
て
、
神
西
田
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。
恋
愛

を
す
る
権
利
は
、
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
ね
。
で
す
か
ら
、
恋
愛
を
し
て
い

け
な
い
は
ず
は
な
い
。
」

　

港
博
士
は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
、
や
さ
し
い
や
さ
し
い
声
で
、
神
西
女

史
に
語
り
か
け
て
い
た
。

　

「
患
者
が
愛
し
あ
っ
た
り
、
恋
し
あ
っ
た
り
す
る
の
を
、
禁
止
す
る
バ

カ
は
い
ま
せ
ん
よ
。
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
恋
愛
と
い
う
行
為
は
、
熱
の
こ

も
っ
た
、
は
げ
し
い
も
の
で
す
か
ら
ね
。
神
西
さ
ん
も
、
観
察
し
て
い
ら

れ
る
で
し
ょ
う
し
、
こ
ち
ら
が
観
察
し
よ
う
と
し
な
い
で
も
、
彼
ら
の
恋

愛
の
方
が
、
ぼ
く
た
ち
医
師
に
押
し
よ
せ
て
く
る
と
、
そ
う
、
ぼ
く
は
い

つ
で
も
感
じ
て
い
ま
す
が
ね
。
」

　

「
…
…
…
…
押
し
よ
せ
て
く
る
と
、
え
え
、
そ
う
も
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
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港
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
意
味
は
…
…
…
…
。
そ
れ
は
、
た
ぶ
ん
、
私
た
ち

が
観
察
し
よ
う
と
し
な
い
で
も
、
あ
る
い
は
、
観
察
す
る
よ
り
先
に
、
と

言
う
よ
う
な
…
…
…
」

　

「
そ
う
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
精
神
病
院
の
責
任
者
と
し
て
は
、
恥
し
い

け
れ
ど
も
、
ぼ
く
に
は
彼
ら
の
恋
愛
に
つ
い
て
、
う
ま
く
観
察
す
る
自
信

が
な
い
の
で
ね
。
観
察
で
き
な
い
か
ら
、
そ
れ
で
ぼ
く
が
な
や
む
と
か
、

そ
う
言
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、
わ
か
ら
な
い

で
も
、
そ
れ
で
イ
ラ
イ
ラ
す
る
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
お
そ
ら

く
、
患
者
の
恋
愛
事
件
に
つ
い
て
、
う
ま
く
観
察
で
き
な
い
で
も
、
ぼ
く

は
平
気
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
冷
静
で
い
ら
れ
る
と
言
え
ば
、
つ
ご
う
が
い

い
け
れ
ど
も
、
あ
る
程
度
、
無
関
心
で
す
ご
し
て
い
ら
れ
る
わ
け
で
す
か

ら
。
で
す
か
ら
、
何
も
問
題
に
し
な
く
て
も
、
よ
ろ
し
い
の
で
す
。
で
す

が
、
と
き
ど
き
、
も
う
少
シ
観
察
し
た
り
、
分
析
し
た
り
、
ま
あ
処
理
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
も
い
い
な
と
は
、
思
う
ん
だ
な
。
ぼ
く
は
男
性
だ
し
、

あ
な
た
は
女
性
だ
し
。
そ
れ
に
、
あ
な
た
に
は
、
ぼ
く
に
は
欠
け
て
い
る

観
察
力
や
理
性
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
ね
。
」

（
６
）『
富
士
』
草
稿
F
「
草
を
む
し
ら
せ
て
下
さ
い
。
」

　

精
神
病
者
が
善
人
で
あ
る
か
、
悪
人
で
あ
る
か
。
ま
た
、
彼
ら
の
頭
脳

の
は
た
ら
き
は
、
は
た
し
て
常
人
よ
り
劣
っ
て
い
る
も
の
な
の
か
、
ど
う

か
。
そ
し
て
、
彼
ら
患
者
た
ち
の
犯
罪
を
、
病
者
の
犯
罪
と
称
す
べ
き
な

の
か
、
そ
れ
と
も
一
般
的
な
「
人
間
」
の
犯
罪
と
申
す
べ
き
な
の
か
。

　

こ
れ
ら
の
、
あ
ま
り
に
も
根
本
的
な
難
問
を
解
決
す
る
に
は
、
私
の

体
験
は
ま
ず
し
す
ぎ
る
し
、
私
の
研
究
学
問
は
未
熟
そ
の
も
の
で
あ
り
、

そ
し
て
な
に
よ
り
若
す
ぎ
る
こ
と
を
、
よ
く
承
知
し
て
い
る
つ
も
り
だ
。

二
十
三
歳
の
青
春
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
精
神
病
学
を
専
攻
す
る
学
徒
に

と
っ
て
、
少
し
も
特
権
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
、
勝
手
な
理
論
に
飛

躍
し
た
が
る
、
あ
ぶ
な
っ
か
し
い
状
態
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
。

　

患
者
は
、
ど
の
よ
う
な
裏
切
者
に
な
り
う
る
か
。
何
回
の
ど
ん
で
ん
が

0

0

0

0

0

え
し

0

0

を
な
し
う
る
か
。
実
は
何
、
そ
の
裏
の
実
は
何
、
そ
の
ま
た
裏
の
裏

は
何
と
言
う
よ
う
に
、
ど
こ
ま
で
裏
の
裏
を
も
ち
う
る
か
。
つ
ま
り
彼
ら

は
、
ど
の
あ
た
り
ま
で
人
間
能
力
の
限
界
と
し
て
、
予
定
し
た
た
く
ら
み

0

0

0

0

ど
お
り
に
行
動
し
う
る
の
か
。

「
夢
の
中
で
し
か
起
り
え
な
い
こ
と
」

　

ソ
ン
ナ
モ
ノ
ハ
ナ
イ
。
夢
ノ
中
デ
起
ッ
タ
コ
ト
ハ
ス
ベ
テ
、
夢
ノ
外
デ

モ
起
リ
ウ
ル
コ
ト
ナ
ノ
ダ
。
そ

マ

マ
れ
が
実
際
ニ
ハ
起
ラ
ナ
イ
ノ
ハ
、
何
モ
ノ

カ
ニ
ヨ
ッ
テ
サ
マ
タ
ゲ
ラ
レ
テ
イ
ル
カ
ラ
ニ
ス
ギ
ナ
イ
ノ
ダ
。
ソ
ノ
「
何

物
」
カ
ト
ハ
、
コ
ノ
世
ノ
イ
ツ
ワ
リ
ノ
「
秩
序
」
デ
ア
ル
。

（
７
）『
富
士
』
草
稿
G
「
題
不
明
」

　

医
長
は
な
ぜ
あ
ん
な
に
、
す
べ
て
の
患
者
に
や
さ
し
く
接
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
自
身
も
そ
う
あ
り
た
い
と
努
力
し
て
も
、
で
き

な
い
の
に
、
な
ぜ
院
長
は
生
れ
な
が
ら
の
性
格
と
し
て
、
自
然
に
そ
う
□

□
□
□
よ
う
に
し
て
、
あ
の
よ
う
な
態
度
を
た
え
ず
保
ち
つ
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
時
的
な
口
先
だ
け
で
な
く
、
日
常
の
行
動
の
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あ
ら
ゆ
る
部
分
を
通
じ
、
か
わ
り
な
く
そ
う
あ
り
う
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

院
長
は
、
こ
う
言
う
。

　

「
そ
れ
は
ね
。
大
島
君
。
ぼ
く
だ
っ
て
君
と
同
じ
こ
と
さ
。
絶
対
に
や

さ
し
く
あ
り
つ
づ
け
る
こ
と
な
ん
ぞ
同
じ
人
間
だ
も
の
、
で
き
る
わ
け
は

な
い
ん
だ
よ
。
た
だ
ね
。
君
に
も
少
し
は
参
考
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
か

ら
言
う
ん
だ
け
れ
ど
、
一
つ
だ
け
ぼ
く
に
は
心

マ

マ

が
け
あ
る
ん
だ
。
我
々
は
、

患
者
た
ち
か
ら
誤
解
さ
れ
る
こ
と
を
怖
れ
た
り
避
け
た
り
し
て
は
い
け
な

い
。
誤
解
さ
れ
る
こ
と
こ
そ
、
当
然
な
こ
と
な
ん
だ
か
ら
、
み
ず
か
ら
す

す
ん
で
そ
の
誤
解
を
ひ
き
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
っ
て
、
我
々
は

常
に
患
者
た
ち
を
誤
解
し
、
そ
し
て
誤
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
患
者

た
ち
に
近
づ
い
て
行
く
ん
だ
か
ら
ね
。
自
分
た
ち
が
向
う
を
誤
解
し
て
暮

し
て
い
る
の
に
、
こ
っ
ち
だ
け
が
相
手
の
誤
解
に
お
ど
ろ
い
た
り
、
怒
っ

た
り
す
る
こ
と
は
い
け
な
い
。
怒
る
、
腹
を
た
て
る
、
い
ら
い
ら
す
る
、

そ
れ
は
我
々
に
は
許
さ
れ
な
い
。
だ
っ
て
、
も
し
か
し
た
ら
患
者
た
ち
の

誤
解
こ
そ
、
我
々
に
対
す
る
負
の
理
解
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
か
ら
ね
。
彼

ら
は
我
々
が
自
分
自
身
で
は
理
解
で
き
て
い
な
い
我
々
の
本
質
を
発
見
し
、

教
え
て
く
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。
い
や
、
彼
ら
こ

そ
、
彼
ら
だ
け
が
我
々
を
治
療
し
教
育
し
て
く
れ
る
、
め
っ
た
に
な
い
選

ば
れ
た
人
間
だ
と
称
し
て
も
い
い
く
ら
い
な
ん
だ
。
も
し
も
彼
ら
が
い
て

く
れ
な
か
っ
た
ら
、
ぼ
く
も
君
も
、
人
間
に
つ
い
て
何
一
つ
新
し
い
、
今

と
は
ち
が
っ
た
観
点
に
立
つ
こ
と
な
ん
ぞ
不
可
能
に
な
る
は
ず
だ
ろ
う
し
。

彼
ら
が
我
々
を
ひ
き
よ
せ
る
の
だ
。
我
々
が
彼
ら
が
を
ひ
き
よ
せ
る
ん

じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
。
な
る
ほ
ど
、
病
院
は
彼
ら
を
集
め
、
彼
ら
を
収
容
す

る
。
保
護
す
る
。
治
療
し
よ
う
と
す
る
。
だ
が
実
は
、
彼
ら
は
て
ん
で
ん

ば
ら
ば
ら
に
こ
の
社
会
、
こ
の
地
上
に
存
在
し
て
い
る
そ
の
時
か
ら
す
で

に
、
ぼ
く
ら
に
向
っ
て
呼
び
よ
せ
の
声
を
か
け
て
い
た
は
ず
な
ん
だ
。
い

は
ば
彼
ら
は
、
我
々
の
研
究
材
料
に
な
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
、
見
せ
か
け
を

し
て
い
な
が
ら
、
ほ
ん
と
う
は
我
々
の
精
神
的
実
質
を
根
本
的
に
改
め
る

た
め
に
、
つ
か
わ
さ
れ
て
き
た
使
徒
の
よ
う
な
も
の
な
ん
だ
。
彼
ら
は
全

く
、
う
ん
ざ
り
す
る
ほ
ど
明
確
鮮
烈
な
や
り
か
た
で
、
我
々
に
我
々
自
身

の
本
質
を
突
き
つ
け
る
。
い
く
ら
こ
っ
ち
が
い
や
が
っ
て
も
、
そ
の
や
り

方
で
眼
が
痛
く
な
る
ほ
ど
、
こ
っ
ち
を
目
ざ
ま
し
て
し
ま
う
。
目
ざ
ま
し

て
く
れ
ず
に
は
お
か
な
い
。
そ
ん
な
残
酷
な
、
強
力
な
攻
撃
者
に
対
し
て
、

ぼ
く
ら
が
や
さ
し
い
や
り
方
で
、
接
す
る
こ
と
な
ん
ぞ
、
ほ
と
ん
ど
不
可

能
な
の
だ
。
だ
か
ら
、
根
本
的
に
は
、
ぼ
く
ら
は
や
さ
し
く
な
ん
ぞ
あ
り

は
し
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
で
も
ぼ
く
ら
が
、
や
さ
し
げ
な
態
度
を
唯
一
の

戦
術
と
す
る
の
は
、
彼
ら
が
絶
対
的
に
存
在
し
て
い
る
、
そ
の
た
め
な
ん

だ
。
絶
対
的
に
、
充
満
す
る
か
た
ち
で
厳
と
し
て
存
在
し
て
い
る
、
し
か

も
そ
れ
を
ぼ
く
ら
が
異
常
者
と
し
か
う
け
と
れ
な
い
状
態
で
生
き
つ
づ
け

て
い
る
。
正
常
者
の
息
の
根
ま
で
と
め
か
ね
な
い
堅
固
さ
で
、
は
っ
き
り

と
場
所
を
占
め
て
し
ま
っ
て
い
る
彼
ら
と
接
近
し
て
、
一
体
ど
ん
な
態
度

が
正
し
い
と
決
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
ぼ
く
ら
に
や

さ
し
さ
が
表
現
で
き
る
と
し
て
、
そ
れ
は
全
く
、
向
う
が
い
や
お
う
な
く

そ
う
さ
せ
て
し
ま
う
だ
け
な
ん
だ
。
決
し
て
、
こ
ち
ら
が
自
発
的
に
意
志

の
力
で
、
そ
う
で
き
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
。
患
者
た
ち
に
、
身

も
心
も
ま
か
せ
て
し
ま
う
。
極
端
に
言
え
ば
、
そ
う
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
」
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「
…
…
…
そ
れ
ほ
ど
患
者
が
絶
対
者
だ
と
す
る
と
、
患
者
が
上
位
に
あ

り
、
患
者
が
一
方
的
に
は
た
ら
き
か
け
て
く
る
。
患
者
が
『
動
』
で
あ
っ

て
、
ぼ
く
ら
は
『
反
動
』
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
し
ょ
う

か
。
も
し
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、
ぼ
く
ら
を
守
っ
て
く
れ
る
や
さ
し
さ
と

い
う
の
は
、
患
者
の
手
で
ぼ
く
ら
に
著
せ
ら
れ
た
拘
束
衣
の
よ
う
な
も
の

に
な
っ
て
し
ま
う
の
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

「
君
の
そ
の
反
問
は
、
も
っ
と
も
だ
と
、
ぼ
く
は
思
う
よ
。
ぼ
く
だ
っ

て
毎
晩
、
そ
の
反
問
を
自
分
で
や
っ
て
は
、
解
決
の
つ
か
な
い
壁
に
向
い

あ
う
こ
と
だ
っ
て
あ
る
の
さ
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
ら
は
患
者
で
あ
り
、
ぼ
く

ら
は
医
師
で
あ
る
。
こ
の
区
別
を
あ
い
ま
い
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

人
間
は
誰
で
も
精
神
病
患
者
な
ん
だ
と
い
う
議
論
く
ら
い
、
甘
っ
た
れ
た
、

い
や
ら
し
い
、ず
う
ず
う
し
い
言
い
方
は
な
い
か
ら
ね
。
そ
れ
は
、
君
だ
っ

て
、
わ
か
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
ぼ
く
が
理
性
あ
る
医
師
と
し
て
の
任
務

と
責
任
を
、
そ
れ
ほ
ど
ご
ま
か
し
□
か
い
て
い
る
男
で
な
い
こ
と
は
ね
。

君
が
『
や
さ
し
さ
』
に
つ
い
て
質
問
し
て
く
れ
た
か
ら
、
今
、
何
と
か
し

て
少
し
で
も
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
だ
け
な
ん
で
ね
。
」

　

「
ぼ
く
は
た
だ
、
ぼ
く
が
や
さ
し
く
な
れ
な
い
瞬
間
が
、
あ
ま
り
に
も

多
す
ぎ
る
も
ん
で
、
や
さ
し
く
な
り
つ
づ
け
ら
れ
る
先
輩
が
、
う
ら
や
ま

し
く
感
じ
ら
れ
て
、
そ
れ
で
質
問
し
た
だ
け
な
ん
で
、
…
…
。
こ
の
患
者
、

こ
い
つ
は
一
体
何
物
な
ん
だ
、
い
く
ら
な
ん
で
も
こ
い
つ
が
ぼ
く
と
同
じ

人
間
と
し
て
権
利
を
主
張
し
た
り
、
ぼ
く
た
ち
を
バ
カ
に
し
た
り
白
眼
視

し
た
り
敵
視
す
る
こ
と
を
、
こ
っ
ち
は
我
ま
ん
し
て
い
な
く
ち
ゃ
な
ら
な

い
の
か
と
、
腹
が
立
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
る
も
ん
で
す
か
ら
。
や
さ
し
く

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
先
生
の
言
は
れ
た
通
り
、
戦
術
と
し
て
も
や
さ

し
く
し
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
と
決
心
は
し
て
い
る
ん
で
す
。
で
す
か
ら
表

面
的
に
は
あ
る
程
度
ま
で
、
そ
れ
が
で
き
る
ん
で
す
が
、
内
心
で
は
、
こ

い
つ
ら
生
れ
て
い
て
く
れ
な
い
方
が
い
い
な
と
思
う
こ
と
だ
っ
て
あ
る
ん

で
す
。
そ
ん
な
と
き
は
、
一
体
自
分
に
は
、
本
心
か
ら
彼
ら
の
生
存
を
願
っ

て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
彼
ら
の
消
滅
を
心
の
ど
こ
か
で
望
ん
で
い
る
の

か
、
わ
か
ら
な
く
な
る
ん
で
す
」

　

「
君
の
言
う
の
は
、
患
者
全
部
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
。
一
部
に
つ

い
て
だ
ろ
う
」

　

「
…
…
え
え
、
そ
う
で
す
。
で
す
が
、
や
さ
し
く
で
き
る
と
す
れ
ば
、

患
者
全
部
に
つ
い
て
で
な
く
ち
ゃ
、
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
」

　

「
そ
う
な
ん
で
す
。
一
部
で
は
ダ
メ
な
ん
だ
。
全
部
に
つ
い
て
で
な
く

ち
ゃ
、
ぼ
く
ら
の
責
任
が
は
た
せ
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
ね
。
え
こ
ひ
い

き
な
く
、
患
者
全
員
に
対
し
て
…
…
…
。
大
島
君
、
ぼ
く
だ
っ
て
、
そ
れ

が
で
き
な
い
こ
と
は
、
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
よ
。
君
だ
っ
て
、
ぼ
く
を
観

察
し
て
い
れ
ば
、
ぼ
く
に
そ
れ
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
は
、
よ
く
見
抜
い

て
い
る
に
ち
が
い
な
い
ん
だ
。
あ
あ
安
易
で
、
無
責
任
な
、
全
人
間
総
精

神
病
者
論
に
は
、
ぼ
く
は
あ
く
ま
で
反
対
し
ま
す
。
し
か
し
、
全
部
の
患

者
に
対
し
て
平
等
に
や
さ
し
く
あ
り
え
な
い
精
神
病
院
長
と
し
て
、
ぼ
く

は
自
分
が
一
種
の
患
者
で
は
な
い
か
、
い
や
、
疑
い
な
く
患
者
そ
の
も
の

だ
と
感
ず
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
ニ
ヒ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
デ
ス

パ
レ
ー
ト
な
感
じ
方
で
は
な
く
て
、
冷
静
に
理
性
的
に
そ
う
自
分
に
言
っ

て
き
か
せ
る
こ
と
は
、
ひ
そ
か
に
あ
り
ま
す
。
異
常
な
精
神
病
患
者
を
収
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容
す
る
、
国
家
施
設
の
責
任
者
で
あ
る
自
分
の
正
常
性

0

0

0

が
、
は
な
は
だ
あ

ぶ
な
っ
か
し
い
、
矛
盾
の
か
た
ま
り
の
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
て
く
る
こ
と

だ
っ
て
あ
り
ま
す
。
だ
が
、
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
患
者
が
医
者
で

あ
る
と
い
う
真
理
を
立
証
し
、
し
か
も
患
者
と
い
う
仮
面
を
か
ぶ
っ
て
生

き
て
い
る
よ
う
に
し
て
、
そ
れ
と
寸
分
の
ち
が
い
も
な
く
、
私
も
ま
た
私

で
国
立
保
養
所
の
院
長
と
し
て
生
き
て
い
る
と
い
う
真
理
を
立
証
し
、
そ

の
仮
面
を
か
ぶ
っ
て
生
き
つ
づ
け
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
彼
ら
も
私

も
、
そ
の
真
理
と
仮
面
か
ら
脱
け
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
脱
ぎ
す
て
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
よ
ね
。
患
者
が
い
る
。
医
師
が
い
る
。
そ
れ
は
ふ
つ

う
の
内
科
、
外
科
の
場
合
は
当
然
す
ぎ
る
ほ
ど
、
当
然
な
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
精
神
異
常
患
者
の
世
界
に
あ
っ
て
は
、
患
者
と
医
師
が
同
時
に
存

在
し
て
い
る
、
そ
の
こ
と
が
も
と
も
と
対
立
で
あ
り
矛
盾
で
あ
る
の
か
も

知
れ
な
い
ん
だ
か
ら
ね
。
人
間
社
会
に
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
対
立
も

あ
り
矛
盾
も
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
矛
盾
と
対
立
と
は
全
く
別
種
の
矛
盾
と

対
立
に
よ
っ
て
、ぼ
く
ら
と
患
者
た
ち
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
、
言
っ

て
言
え
な
い
こ
と
は
な
い
ん
だ
か
ら
ね
。
気
ち
が
い
に
な
る
ぐ
ら
い
考
え

つ
め
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
難
問
が
、
こ
の
世
に
は
あ
る
。
し
か
し
、
い
わ

ゆ
る
気
ち
が
い
の
世
界
に
お
い
て
、
気
ち
が
い
に
な
る
ぐ
ら
い
考
え
つ
め

る
と
い
う
、
そ
の
キ
ま
じ
め
な
態
度
は
一
体
、
正
常
な
の
だ
ろ
う
か
、
そ

れ
と
も
異
常
な
の
だ
ろ
う
か
。
い
や
こ
う
い
う
ペ
ダ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
、
先

走
り
の
す
ぎ
た
言
い
方
は
、
や
め
よ
う
。
後
輩
た
る
君
の
ま
じ
め
な
気
持

を
、
ち
ょ
っ
と
で
も
か
き
み
だ
し
く
な
い
か
ら
ね
。
は
っ
き
り
申
し
上
げ

て
お
く
が
、
ぼ
く
は
ご
く
平
凡
な
職
業
人
で
す
。
お
よ
そ
天
才
と
か
聖
者

と
か
い
う
種
別
の
人
種
と
は
、
千
里
も
へ
だ
た
っ
た
、
あ
り
き
た
り
の
社

会
人
で
す
。
た
だ
、
い
く
ら
か
ふ
つ
う
の
社
会
人
、
職
業
人
と
ち
が
っ
て

い
る
点
は
、
た
ま
た
ま
彼
ら
患
者
た
ち
に
呼
び
よ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
人

間
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
呼
び
よ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
、
危
険
を

感
じ
る
ほ
ど
、
ぼ
く
は
正
常
な
安
泰
を
求
め
て
い
る
人
間
に
す
ぎ
な
い
ん

だ
。
君
も
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
の
愛
好
者
ら
し
い
が
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス

キ
イ
の
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
兄
弟
』
の
、
あ
の
ゾ
シ
マ
長
老
。
あ
の
ア
リ
ョ
ー

シ
ャ
と
い
う
宗
教
的
美
青
年
は
、
あ
の
ゾ
シ
マ
長
老
が
、
す
べ
て
の
難
問

と
直
面
し
、
そ
れ
と
斗
い
、
そ
れ
を
解
し
て
し
ま
っ
て
い
る
大
先
輩
と
し

て
、
彼
を
尊
敬
し
て
い
た
で
し
ょ
う
。
学
僧
ア
リ
ョ
ー
シ
ャ
の
師
に
対
す

る
至
誠
、
熱
意
、
信
頼
は
、
読
ん
で
い
て
涙
が
こ
ぼ
れ
て
く
る
く
ら
い
感

動
す
る
も
の
だ
。
だ
が
ね
え
、
大
島
君
。
わ
が
精
神
病
科
の
医
学
者
の
あ

い
だ
で
、
師
と
弟
子
の
あ
い
だ
に
、
あ
の
よ
う
な
美
し
い
信
仰
の
か
な
し

み
と
喜
び
が
生
れ
う
る
と
は
、
実
に
口
お
し
い
こ
と
だ
が
、
あ
り
っ
こ
な

い
と
ぼ
く
も
君
も
信
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
資
質
、

生
れ
つ
き
の
た
め
に
、
そ
う
な
る
の
で
は
な
く
て
、
我
々
が
向
い
あ
っ
て

一
生
そ
れ
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
相
手
が
、
ギ
リ
シ
ア
正
教
の
信
徒
や
非
信

徒
で
は
な
く
て
、
困
っ
た
こ
と
に
精
神
病
患
者
で
あ
る
か
ら
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
だ
か
ら
、
も
し
も
君
や
ぼ
く
が
、
と
う
て
い
不
可
能
で
は
あ
ろ

う
が
、
一
種
の
や
さ
し
さ
を
も
ち
つ
づ
け
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
あ
の
ゾ

シ
マ
長
老
や
宗
教
青
年
ア
リ
ョ
ー
シ
ャ
の
や
さ
し
さ
と
は
、
全
く
ち
が
っ

た
や
さ
し
さ
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
は
ず
だ
。
そ
の
や
さ
し
さ
と
は
、
何

だ
ろ
う
。
そ
れ
は
う
ま
く
答
え
ら
れ
な
い
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
れ
が
私
た
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ち
の
罪
だ
ろ
う
か
。

（
８
）「
あ
る
近
代
的
な
物
語
り
、
精
神
病
患
者
の
物
語
り
」
原
稿

埃
の
か
か
っ
た
つ
つ
ぢ
の
赤
い
花
は
同
じ
く
埃
の
か
か
っ
た
葉
に
ひ
っ
か

か
っ
た
や
う
に
つ
い
て
居
た
。
赤
松
は
、
細
く
立
っ
て
お
り
影
が
土
の
上

へ
の
び
て
お
っ
た
。
ま
づ
い
洋
画
の
色
彩
は
現
実
の
世
界
に
お
い
て
も
同

様
に
数
限
り
な
く
見
出
さ
れ
た
。
だ
が
だ
れ
も
、
元
気
の
良
い
人
々
に
は

こ
れ
ら
の
哀
れ
な
色
彩
に
目
も
と
め
な
か
っ
た
が
、
悲
観
も
し
な
か
っ
た

に
ち
が
ひ
な
い
。
太
陽
が
出
る
と
空
が
青
く
な
り
、
雲
や
鳥
が
飛
ぶ
の
で

誰
も
、
一
時
的
に
満
足
し
て
ゐ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
高
等
学
校
の
校
庭

は
そ
の
日
、
太
陽
が
暖
か
そ
う
に
照
っ
て
ゐ
た
が
不
幸
そ
う
な
姿
を
し
た

学
生
が
一
人
ゐ
た
。
彼
は
赤
松
や
、
く
ぬ
ぎ
や
、
枯
草
を
み
す
て
て
、
角

ば
っ
た
影
に
み
ち
〳
〵
た
、
二
階
の
教
室
で
机
に
も
た
れ
て
斜
に
な
っ
て

ゐ
た
。
や
せ
た
赤
く
な
い
顔
と
手
で
も
う
彼
は
軽
べ
つ
さ
れ
る
か
も
わ
か

ら
な
い
。
そ
の
上
彼
は
一
生
懸
命
字
を
読
ん
で
ゐ
た
。
彼
は
そ
れ
で
も
足

に
下
駄
を
つ
っ
か
け
て
時
々
そ
れ
を
ガ
タ
〳
〵
い
は
せ
て
ゐ
た
が
。
か
れ

の
読
ん
で
ゐ
る
紙
片
に
は
次
の
様
に
か
か
れ
て
ゐ
た
。

　

「
文
学
は
芸
術
で
あ
る
と
は
一
体
、
真
で
あ
る
か
。
己
は
之
を
疑
ふ
。

文
学
が
芸
術
な
る
為
に
は
少
く
と
も
芸
術
に
特
有
の
脈
搏
を
う
っ
て
ゐ
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
は
ず
だ
。
そ
の
ミ
ャ
ク
ハ
ク
こ
そ
は
音
楽
に
も
、
舞
踏
に

も
絵
画
に
も
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
に
お
ど
っ
て
ゐ
る
の
だ
。
併
し
な
が
ら
現

在
我
々
の
な
し
つ
つ
あ
る
、
ホ
ー
ム
の
文
学
に
は
何
パ
ー
セ
ン
ト
の
芸
術

の
ミ
ャ
ク
ハ
ク
が
あ
る
か
？　

我
々
の
文
学
は
音
楽
と
し
た
ら
広
告
屋
の

ラ
ッ
パ
だ
。
絵
画
と
し
た
ら
活
動
の
看
板
だ
。
」
子
供
ら
し
い
芸
術
論
と

笑
っ
て
は
い
け
な
い
。
彼
は
此
の
学
校
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
文
学
の
青
年
作

家
の
集
団
の
一
員
に
な
り
た
て
の
人
間
だ
っ
た
。
勿
論
、
文
学
の
探
究
の

た
め
の
道
と
し
て
は
誠
に
恐
し
い
ト
ン
ネ
ル
で
あ
っ
た
。
欺
瞞
の
煙
は
う

づ
ま
い
て
、
彼
を
窒
息
せ
し
め
た
で
は
な
い
か
。
こ
の
学
生
は
今
、
此
の

集
団
が
首
長
と
し
て
あ
ほ
い
で
ゐ
る
或
る
力
の
強
い
文
学
青
年
と
こ
の
論

文
に
つ
い
て
、
喧
嘩
を
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
が
、
別
に
血
の
気
も
の
ぼ

ら
ぬ
風
に
頭
を
ふ
っ
て
ゐ
た
。
そ
し
て
時
々
前
頭
部
を
な
ぜ
た
が
一
寸
赤

い
液
体
が
指
に
そ
ま
っ
た
。
相
手
は
文
芸
家
と
し
て
は
力
が
あ
り
す
ぎ
た

の
で
あ
る
。
鳥
が
窓
に
影
を
投
げ
た
の
で
学
生
は
立
上
が
っ
て
そ
の
紙
片

を
破
い
て
啖
壺
の
中
に
、
に
ら
ん
で
、
張
り
の
な
い
肺
の
上
を
ポ
ン
と
片

手
で
た
た
い
て
教
室
を
逃
げ
出
し
た
。

　

二
日
ば
か
り
立
っ
て
彼
は
又
な
ぐ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
枯
草
の
上
へ
こ

ろ
が
さ
れ
て
彼
は
、
死
に
そ
う
な
母
を
思
っ
た
。
勿
論
無
抵
抗
だ
っ
た
彼

は
血
を
出
し
て
立
ち
上
っ
た
。
彼
は
「
同
志
を
裏
切
っ
た
」
そ
う
で
あ
っ

た
。
併
し
彼
は
「
己
み
た
い
な
、
力
の
な
い
や
つ
を
問
題
に
し
て
呉
れ
た

の
か
な
ー
」
と
そ
れ
だ
け
を
感
激
し
て
黙
っ
て
ゐ
た
。

　

秋
、
高
く
な
っ
た
天
は
あ
ん
ま
り
ま
ぶ
し
い
の
で
、
黒
い
土
を
見
て
下

を
む
い
て
い
る
と
、
馬
が
強
く
い
な
な
い
た
。

　

彼
は
か
へ
り
に
電
車
の
中
で
、
セ
ル
の
着
物
を
着
た
男
を
見
た
。
日
光

が
、
そ
の
着
物
と
肉
体
と
の
両
方
へ
当
っ
て
明
る
い
輪
郭
を
と
り
、
す
べ

て
の
線
は
力
強
か
っ
た
。
そ
し
て
頭
に
は
カ
ン
〳
〵
帽
と
い
ふ
あ
の
一
般

的
な
飾
り
を
つ
け
て
い
た
が
、
そ
の
ひ
さ
し
の
真
直
ぐ
な
横
の
線
も
同
じ
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く
正
置
物
の
力
強
さ
が
あ
っ
た
。
鼻
も
黒
い
影
を
つ
く
っ
て
お
り
、
ほ
ほ

も
、
真
直
な
傾
斜
を
な
し
て
お
り
、
そ
の
上
、
全
集
物
の
真
四
角
な
白
い

表
紙
を
真
直
な
膝
の
上
へ
お
し
つ
け
て
ゐ
た
。
彼
は
、
そ
の
男
の
こ
し
か

け
て
る
緑
色
の
、
腰
か
け
と
窓
の
外
の
通
過
す
る
雑
色
と
で
画
を
心
の
中

で
つ
く
っ
て
ゐ
た
。
併
し
彼
の
下
り
る
一
つ
手
前
の
停
留
所
で
そ
の
男
は

驚
く
車
掌
を
後
に
し
て
、
只
乗
り
を
し
て
逃
げ
て
い
っ
た
。

　

五
日
た
っ
て
そ
の
学
生
は
郊
外
の
気
違
ひ
病
院
へ
入
れ
ら
れ
た
。
僕
は

彼
を
疾
走
す
る
電
車
に
の
っ
て
訪
ね
た
。
多
く
の
精
神
病
者
は
テ
ニ
ス
や

野
球
を
し
て
ゐ
た
が
彼
は
や
っ
ぱ
り
黄
色
い
室
で
ツ
ク
ネ
ン
と
し
て
ゐ

た
。
院
長
に
き
く
と
、
『
と
て
も
駄
目
で
す
よ
』
と
い
っ
て
光
る
メ
ス
で

彼
の
鼻
の
腔
を
め
く
っ
て
見
せ
た
。
僕
は
か
へ
り
が
け
に
精
神
病
院
の
垣

根
は
か
ら
た
ち
の
花

9

9

9

9

9

9

で
で
き
て
い
る
の
が
わ
か
っ
た
。
僕
は
彼
が
気
が
ち

が
っ
て
、
こ
の
病
院
に
入
っ
た
の
を
残
念
に
お
も
っ
た
。
も
し
か
れ
が
正

気
で
ゐ
た
ら
、
恐
ろ
し
い
顔
で
北
原
白
秋
氏
を
呪
っ
た
ら
う
に
。
そ
れ
か

ら
、
電
燈
が
つ
い
て
か
ら
僕
は
、
「
あ
ー
あ
い
つ
は
恋
な
ん
か
し
な
い
で

終
っ
ち
ゃ
っ
た
。
あ
ん
な
美
し
い
か
ほ
を
し
て
ゐ
て
女
性
を
知
ら
な
か
っ

た
な
ん
て
、
近
代
的
物
語
り
な
ん
て
、
み
ん
な
殺
風
景
な
も
ん
だ
」
と
く

や
し
が
っ
た
。

注
（
１
）
野
口
武
彦
「
現
代
小
説
言
語
の
諸
問
題
」（
『
小
説
の
日
本
語
』
中
央
公
論
社
、

一
九
八
〇
・
一
二
）
で
は
、『
富
士
』
八
章
の
原
稿
が
図
版
と
し
て
挿
入
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
原
稿
は
日
本
近
代
文
学
館
に
所
蔵
が
な
い
。
野
口
の
著
作
は

『
海
』
を
発
行
し
て
い
た
中
央
公
論
社
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
た
め
、
同
社

が
そ
の
原
稿
を
有
し
て
い
る
と
も
想
定
さ
れ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
所

蔵
先
は
不
明
で
あ
る
。

（
２
）
な
お
、
武
田
泰
淳
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
本
稿
で
紹
介
し
た
草
稿
類
の
他

に
も
、
「
精
神
病
理
学
」
に
言
及
し
た
題
不
明
の
原
稿
（
原
稿
用
紙
20
×
10
、

ペ
ン
書
き
、
２
枚
、
資
料
番
号
Ｔ
０
０
５
６
７
６
２
）
が
存
在
す
る
。

【
付
記
】 

草
稿
の
公
開
に
当
た
っ
て
、
泰
淳
の
ご
息
女
で
あ
る
武
田
花
様
や
、
そ

の
所
蔵
館
で
あ
る
日
本
近
代
文
学
館
よ
り
、
格
別
の
ご
配
慮
を
賜
っ
た
。
ま

た
資
料
の
調
査
・
閲
覧
に
際
し
て
、
同
館
の
小
川
桃
様
・
西
村
洋
子
様
に
大

変
お
世
話
に
な
っ
た
。
各
館
・
各
氏
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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